
ニ ユ

:l:,:論閉
玲:::胡溌
■4口b■訳b■』砧

■③､

,｡,. ｡ . ･魂・

'二1聴鐇
l茅雄配

〆ロワロマロワロ』■dLLP.砧､PIPqLb.③．
,*･ : ･ FIJb■F
:■:岨屯

E E .

¥ 鐸，寺.、qJIJJ命

日品目△日

群；
E:E罫
ﾓﾐ簿

:蕊

總 罷
:R1RJ曲

アソシエ21ニューズレター第32号 20()1年12月1()日発行(毎月10日発行）

アソシエ21

レター

報告霧反人種主義･差別撤廃世界会議
間われる反覇権共同戦線の構築武者小路公秀さんに聞く◎石井崇志●2

4

報告蟻国際シンポジウム｢東アジアの二一世紀一共通の理解をめざLﾉて」
多様性と相互尊重による文化連帯の創造を◎伊藤成彦●ラ

報告鐘シンポジウム「占領下､沖縄･奄美の非合法抵抗運動」
消し去ることのできない歴史の記憶◎加藤哲郎●8

論説蟻
「戦闘行為｣と｢作戦計画｣◎斉藤一雄●'】

中国だより畿

魂に触れる革命◎中野英夫●'3
会員の新刊書●'0,'2

事務局会議ほか活動の報告●'5

2001年

月号

○

蟻
ロトロ
トロＬ
Ｇ■八
孔
・■

◇
呵
口
・
砧
．
。
。■宮‐
■・
宮‐
ＬＰ“
ロム。

群
群

峰
認
‐

‐ＦＦ
ｆ■◇■Ｄ■Ｉ■、◇■◇■●・
騨
遥
錘
斡
群

■■“
■“
ＬＬロム、■凸
・ロワロロ“
Ｌ■“Ｌ、ロム。

斡
謝
唖
翻
牝
守
函粘
寺‐
４‐
４
，
凸
ラ
ロ貼
鄙Ｊ
ｑ■唱貼口
冒Ｐ
。
。■
男Ｊ
Ｊ０呼
貼“．●■◇
■言ＦＪＪ４口‐
議
蕊
唾

蕊
蕊
辮
韓
識
鐵
蕊

群
癖
識
鐇



報
告
●
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
占
領
下
、
沖
縄
・
奄
美
の
非
合
法
抵
抗
運
動
」

消
し
去
る
こ
と
の
で
き
な
い
歴
史
の
記
憶

二
 
月
一
七
日
、
東
京
新
宿
駅
前
で
、
米
国
同
時
テ
ロ
事
件
以
後
の

沖
縄
経
済
の
深
刻
な
落
ち
込
み
に
対
し
て
「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
さ
あ
〜
沖

縄
」
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
て
い
る
頃
、
近
く
の
専
修
大
学
で
、

一
つ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
た
。
「
占
領
下
、
沖
縄
・
奄
美
の
非

合
法
抵
抗
運
動
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
私
の
講
演
な
ど
七
本
の
報
告
に
、

朝
早
く
か
ら
夕
方
ま
で
、
約
一
○
○
人
が
熱
心
に
耳
を
傾
け
た
。

そ
も
そ
も
の
き
っ
か
け
は
、
五
月
二
○
日
付
本
紙
［
「
琉
球
新
報
』

で
や
や
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
に
報
じ
ら
れ
た
、
私
の
論
文
「
新
た
に
発

見
さ
れ
た
「
沖
縄
・
奄
美
非
合
法
共
産
党
文
言
』
に
つ
い
て
」
だ
っ
た
。

戦
後
の
日
本
共
産
党
で
長
く
沖
縄
問
題
を
担
当
し
て
い
た
故
高
安
重
正

氏
の
所
蔵
文
書
が
、
福
島
県
の
金
沢
幸
雄
氏
宅
に
眠
っ
て
い
た
の
を
発

掘
し
、
法
政
大
学
「
大
原
社
会
問
題
研
究
所
雑
誌
』
に
約
七
○
点
の
資

料
目
録
付
き
で
解
読
・
発
表
し
た
（
二
○
○
一
年
四
・
五
月
号
）
。
国
場

幸
太
郎
氏
ら
の
協
力
を
得
た
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
が
予
想
外
の
反
響
を

呼
ん
で
、
私
の
研
究
に
資
料
を
提
供
し
共
同
研
究
を
進
め
て
き
た
七
人

が
、
由
井
格
氏
ら
の
実
行
委
員
会
に
招
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
史
実
と
資
料

を
踏
ま
え
た
研
究
・
証
言
を
発
表
し
た
。

私
自
身
は
、
資
料
紹
介
を
兼
ね
て
、
戦
後
日
本
共
産
党
書
記
長
徳
田

球
一
ら
の
沖
縄
独
立
論
か
ら
日
本
復
帰
論
へ
の
転
換
が
、
最
近
公
表
さ

れ
た
ス
タ
ー
リ
ン
の
「
ア
ジ
ア
・
コ
ミ
ン
フ
ォ
ル
ム
（
共
産
党
労
働
者

党
情
報
局
）
」
構
想
を
含
む
米
ソ
冷
戦
・
朝
鮮
戦
争
と
密
接
に
連
動
し
、

共
産
党
の
朝
鮮
半
島
統
一
・
在
日
朝
鮮
人
運
動
を
主
眼
と
し
た
「
民
族
」

政
策
の
変
化
に
照
応
し
て
い
る
こ
と
を
「
戦
後
社
会
運
動
に
お
け
る
想

像
の
共
同
体
」
と
し
て
示
し
、
奄
美
共
産
党
が
日
本
復
帰
方
針
を
確
立

し
た
時
期
、
瀬
長
亀
次
郎
人
民
党
書
記
長
が
非
合
法
党
に
加
わ
る
経
緯

な
ど
、
な
お
解
明
す
べ
き
問
題
が
多
い
こ
と
を
述
べ
た
。

沖
縄
非
合
法
共
産
党
資
料
の
提
供
者
金
沢
幸
雄
氏
か
ら
は
高
安
文
書

が
金
沢
氏
に
渡
っ
た
経
緯
と
背
景
、
奄
美
関
係
資
料
提
供
者
松
田
清
氏

か
ら
奄
美
の
活
動
家
が
沖
縄
に
先
行
し
て
共
産
党
を
つ
く
っ
た
歴
史
の

報
告
が
あ
り
、
若
手
研
究
者
の
森
宣
雄
氏
は
、
奄
美
共
産
党
指
導
者
で

あ
っ
た
林
義
巳
氏
か
ら
の
聞
き
取
り
調
査
・
資
料
を
も
と
に
、
林
氏
が

沖
縄
に
渡
っ
て
奄
美
共
産
党
沖
縄
細
胞
を
つ
く
り
五
二
年
日
本
道
路
争

議
を
勝
利
さ
せ
、
そ
れ
を
契
機
に
当
初
た
め
ら
っ
て
い
た
瀬
長
氏
が
非

合
法
党
に
加
わ
っ
た
事
情
、
そ
の
過
程
で
林
氏
が
構
想
し
た
奄
美
と
沖

縄
の
対
等
・
平
等
な
民
衆
連
帯
と
共
感
の
意
義
を
述
べ
た
。

鳥
山
淳
氏
は
、
五
○
年
代
の
反
共
主
義
と
そ
の
破
綻
を
、
米
軍
の
プ

ロ
パ
ガ
ン
ダ
ば
か
り
で
な
く
、
米
国
の
援
助
に
頼
っ
て
経
済
復
興
を
は

か
っ
た
初
代
琉
球
政
府
任
命
主
席
比
嘉
秀
平
ら
の
「
復
興
主
義
」
に
も

加
藤
哲
郎
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内
在
す
る
と
し
、
伊
江
島
・
伊
佐
浜
の
土
地
闘
争
か
ら
「
島
ぐ
る
み
闘

争
」
へ
と
展
開
す
る
文
脈
で
地
下
共
産
党
を
理
解
す
べ
き
と
論
じ
た
。

若
く
し
て
非
合
法
党
に
加
わ
っ
た
大
峰
林
一
氏
は
、
非
合
法
共
産
党
の

存
在
が
沖
縄
人
民
党
史
か
ら
も
日
本
共
産
党
史
か
ら
も
長
く
秘
匿
さ
れ

て
き
た
問
題
を
提
起
し
、
瀬
長
氏
を
助
け
る
指
導
部
の
一
員
で
あ
っ
た

国
場
幸
太
郎
氏
は
、
自
ら
Ｃ
Ｉ
Ｃ
に
逮
捕
さ
れ
拷
問
を
受
け
た
体
験
を

ま
じ
え
な
が
ら
、
瀬
長
氏
が
軍
政
下
の
合
法
政
党
と
し
て
人
民
党
を
結

成
し
た
意
図
と
経
緯
、
米
軍
弾
圧
で
人
民
党
さ
え
非
合
法
化
さ
れ
か
ね

な
い
条
件
の
も
と
で
地
下
組
織
で
あ
る
共
産
党
の
結
成
に
踏
み
切
っ
た

こ
と
、
し
か
し
沖
縄
の
党
は
本
土
共
産
党
の
軍
事
方
針
を
う
の
み
に
せ

ず
黙
殺
し
、
自
、
王
的
・
大
衆
的
に
民
衆
に
依
拠
し
た
島
ぐ
る
み
の
統
一

戦
線
を
組
織
で
き
た
こ
と
を
、
詳
し
く
証
言
し
た
。

会
場
に
は
、
新
崎
盛
暉
沖
縄
大
学
長
、
平
井
一
臣
鹿
児
島
大
教
授
ら

研
究
者
の
ほ
か
に
、
沖
縄
民
主
同
盟
で
活
動
し
た
上
原
信
夫
氏
、
本
土

の
共
産
党
で
「
五
○
年
問
題
」
を
体
験
し
た
増
山
大
助
。
い
い
だ
も
も

氏
ら
の
顔
も
見
え
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
後
の
懇
親
会
で
新
崎
教
授
が
述

べ
た
よ
う
に
、
新
崎
氏
ら
が
関
係
者
の
聞
き
取
り
か
ら
考
え
推
測
し
て

き
た
筋
道
が
第
一
次
資
料
で
裏
付
け
を
え
た
こ
と
、
森
・
鳥
山
氏
ら
若

い
研
究
者
が
沖
縄
・
奄
美
現
代
史
の
一
駒
と
し
て
タ
ブ
ー
も
偏
見
も
な

い
学
術
研
究
の
対
象
に
し
た
こ
と
が
、
大
き
な
成
果
で
あ
っ
た
。
私
自

身
は
そ
の
糸
口
を
つ
く
っ
た
こ
と
に
満
足
し
て
い
る
が
、
解
読
で
き
た

資
料
は
、
な
お
一
部
で
あ
る
。
国
場
氏
や
新
世
代
の
研
究
者
と
共
に
、

さ
ら
に
情
報
収
集
・
解
読
を
進
め
、
沖
縄
を
は
じ
め
世
界
の
研
究
者
に

公
開
し
て
、
歴
史
の
共
有
財
産
に
し
て
い
き
た
い
。

し
か
し
気
が
か
り
な
こ
と
も
あ
る
。
新
資
料
の
最
も
重
要
な
当
事
者

瀬
長
亀
次
郎
氏
は
、
証
言
を
残
さ
ぬ
ま
ま
永
眠
さ
れ
た
。
五
五
年
非
合

法
党
文
書
が
祖
国
復
帰
統
一
戦
線
の
一
翼
と
し
て
高
く
評
価
し
て
い
た

西
銘
順
治
氏
も
世
を
去
っ
た
。
沖
縄
戦
・
初
期
軍
政
を
詳
し
く
記
録
し

て
き
た
現
代
史
研
究
は
、
そ
ろ
そ
ろ
本
格
的
に
五
○
年
代
を
対
象
と
す

べ
き
で
は
な
い
か
？
か
っ
て
の
沖
縄
人
民
党
関
係
者
は
、
地
下
の
非

合
法
党
に
つ
い
て
は
、
な
お
沈
黙
を
守
っ
て
い
る
と
い
う
。

し
か
し
ま
も
な
く
半
世
紀
、
南
ベ
ト
ナ
ム
解
放
民
族
戦
線
を
ベ
ト
ナ

ム
労
働
党
が
指
導
し
て
い
た
こ
と
は
、
今
で
は
世
界
史
辞
典
に
も
出
て

い
る
。
瀬
長
氏
を
那
覇
市
長
に
押
し
あ
げ
た
人
民
党
の
背
後
に
共
産
党

が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
歴
史
的
評
価
が
変
わ
る
は
ず
も
な
い
。
む
し
ろ

瀬
長
氏
の
足
跡
に
、
誇
る
べ
き
一
頁
を
加
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な

い
か
？

歴
史
の
記
憶
は
、
消
し
去
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
文
書
の
記
録
と
証

言
が
あ
れ
ば
、
な
お
さ
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
米
国
同
時
テ
ロ
に
始
ま
る

米
軍
基
地
の
臨
戦
態
勢
と
不
況
の
直
撃
に
、
朝
鮮
戦
争
か
ら
「
島
ぐ
る

み
闘
争
」
に
い
た
る
時
代
は
、
貴
重
な
何
か
を
教
え
て
く
れ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

（
注
）
こ
の
文
章
は
、
も
と
も
と
「
琉
球
新
報
』
文
化
部
か
ら
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
開
催
以
前
に
依
頼
さ
れ
、
指
定
字
数
通
り
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
翌
日
に
書
か
れ
た
が
、
締
切
前
の
送
稿
後
、
同
紙
文
化
部
は
、
写
真

を
入
れ
る
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
で
冒
頭
・
末
尾
の
数
行
を
削
除
し

た
い
と
、
筆
者
の
公
務
中
に
電
話
で
伝
え
て
き
て
、
ゲ
ラ
刷
り
も
見
る

こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
、
や
む
な
く
了
承
し
た
。
依
頼
し
て
き
た
記
者

で
も
な
か
っ
た
の
で
、
ち
ょ
っ
と
不
審
に
思
っ
た
。
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そ
の
危
倶
は
、
的
中
し
た
。
二
月
二
三
日
「
琉
球
新
報
」
文
化
欄

に
筆
者
の
名
前
で
掲
載
さ
れ
た
も
の
は
、
冒
頭
・
末
尾
の
現
代
的
意
義

を
述
べ
た
文
章
の
削
除
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
。
主
タ
イ
ト
ル
が
「
奄

美
共
産
党
が
主
導
」
と
な
っ
て
い
て
、
奄
美
共
産
党
創
立
が
先
行
し
つ

つ
も
沖
縄
人
民
党
瀬
長
亀
次
郎
氏
ら
が
自
主
的
・
自
発
的
に
非
合
法
党

形
成
に
踏
み
切
っ
た
と
い
う
松
田
・
森
報
告
の
私
の
要
約
の
主
旨
を
誤

っ
て
伝
え
て
お
り
、
中
間
の
「
国
場
氏
や
新
世
代
の
研
究
者
と
共
に
、

さ
ら
に
情
報
収
集
・
解
読
を
進
め
、
沖
縄
を
は
じ
め
世
界
の
研
究
者
に

公
開
し
て
、
歴
史
の
共
有
財
産
に
し
て
い
き
た
い
」
と
い
う
一
節
が
、

無
断
で
削
除
さ
れ
て
い
た
。
あ
ま
つ
さ
え
、
右
の
「
五
五
年
非
合
法
党

文
書
が
祖
国
復
帰
統
一
戦
線
の
一
翼
と
し
て
高
く
評
価
し
て
い
た
西
銘

順
治
氏
も
世
を
去
っ
た
」
と
い
う
文
章
を
、
著
者
に
い
っ
さ
い
断
る
こ

と
な
く
、
「
五
五
年
非
合
法
党
文
書
を
、
祖
国
復
帰
統
一
戦
線
の
一
翼

と
し
て
高
く
評
価
し
て
い
た
西
銘
順
治
氏
も
世
を
去
っ
た
」
と
勝
手
に

主
語
・
述
語
を
転
倒
さ
せ
る
と
い
う
、
重
大
な
誤
り
を
含
ん
だ
か
た
ち

で
発
表
さ
れ
た
。

こ
の
最
後
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
故
西
銘
順
治
氏
関
係
者
に
も
ご
迷

惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
筆
者
か
ら
強
く
抗
議
・
訂
正
を
申
し

入
れ
、
一
二
月
一
日
付
け
同
紙
文
化
欄
で
短
い
訂
正
が
な
さ
れ
た
が
、

掲
載
の
仕
方
全
体
が
筆
者
の
本
旨
に
か
な
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
の

で
、
筆
者
の
ホ
ー
ム
ペ
ル
ジ
「
加
藤
哲
郎
の
ネ
チ
ズ
ン
・
カ
レ
ッ
ジ
」

言
Ｓ
豈
言
評
量
・
雷
云
巨
‐。
周
・
萱
‐雷
８
用
菌
。
日
㈹
・
吻
言
且
に
訂
正
版
の
ス
キ
ャ

ナ
ー
写
真
を
掲
げ
た
う
え
で
、
こ
こ
に
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
版
を
公
表
す
る

も
の
で
あ
る
。

（
一
橋
大
学
教
員
）

野
添
憲
治
編

秋
田
杣
子
造
材
之
図 会

員
の
新
列
書

Ａ
５
変
形
判
、
八
九
頁
（
グ
ラ
ビ
ア
二
七
頁
）
、
一
五
○
○
円
十
税
、

一
○
月
発
行
、
能
代
文
化
出
版
社
（
〒
０
１
６
‐０
８
６
４
秋
田
県

能
代
市
鳥
小
屋
五
九
’一
二
、
電
話
○
一
八
五
’五
二
’七
五
五
○
）

昔
か
ら
米
代
川
流
域
（
秋
田
県
）
は
天
然
秋
田
杉
の
宝
庫
だ
っ
た
が
、
そ

れ
が
ど
の
よ
う
に
伐
採
さ
れ
、
製
品
に
さ
れ
、
海
に
運
ば
れ
た
の
か
、
よ

く
わ
か
っ
て
い
な
い
。
米
代
川
中
流
の
旧
家
に
幕
末
か
明
治
初
期
の
作
と

み
ら
れ
る
画
帳
『
秋
田
杣
子
造
材
之
図
」
が
保
存
さ
れ
、
古
い
時
代
の
作

業
の
様
子
や
製
品
、
道
具
な
ど
が
鮮
明
に
描
か
れ
て
い
た
。
そ
の
一
枚
一

枚
に
編
者
が
「
体
験
的
解
説
」
を
加
え
た
。
（
帯
の
惹
句
よ
り
）

内
田
雅
敏
著

懲
戒
除
名
”非
行
“弁
護
士
を
撃
て

四
六
判
、
三
一
八
頁
、
一
六
○
○
円
十
税
、
九
月
発
行
、
太
田
出
版

（
〒
１
６
０
‐８
５
７
１
東
京
都
新
宿
区
荒
木
町
二
二
エ
プ
コ
ヅ
ト
ビ

ル
１
Ｆ
、
電
話
○
三
’三
三
五
九
’六
二
六
二
）

「
会
社
に
タ
カ
る
総
会
屋
の
よ
う
に
、
社
会
に
巣
食
う
ダ
ニ
が
い
る
。
こ

れ
は
〃
資
格
を
も
っ
た
総
会
屋
“で
あ
り
、
〃
弁
護
士
バ
ヅ
ジ
を
つ
け
た

ダ
ニ
“で
あ
る
悪
徳
弁
護
士
と
の
、
わ
が
友
・
内
田
雅
敏
の
巧
ま
ざ
る
ユ

ー
モ
ア
に
満
ち
た
奮
闘
記
で
あ
る
」
（
佐
高
信
氏
評
）
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